
　SNS、ゲーム、インターネットには、
子供にとって危険な情報が含まれて
います。スマホを使うときは、フィ
ルタリングの活用、保護者の見守り、
ルールづくりが大切です。

（※スマートフォンや携帯電話の他、タブレット端末なども含みます。）

安心できる
スマホ※の
利用のために

彩の国
埼玉県

青少年育成
埼玉県民会議

　有害な情報の閲覧や危険な出会いなどを防ぐために、フィルタ
リングが不可欠です。SNS 犯罪被害者の９割以上は、フィルタ
リングをしていませんでした。自分を守るため、お子さんを守る
ために、フィルタリングを活用しましょう。

 フィルタリングを活用しましょう

　スマホを安全に利用するためには、フィルタリングのほか
に子供の発達段階に応じた使い方を親子、学校で話し合い、
ルールを決めておくことが大切です。
　ルールを作る際は、ネットの危険性や使用目的などを親子、
学校と家庭が一緒に考え、子供が納得できるルール作りをす
ることが重要です。

 家庭・学校でのルールづくりを

　スマホの利用を子供任せにせず、保護者も子供が使用するスマ
ホの利用状況を見守りましょう。保護者のスマホの設定で、子供
のスマホの利用状況を確認できる場合があります。詳しくは契約
した携帯電話販売店へご相談ください。

 子供が使用するスマホの利用状況を見守りましょう



●身に覚えのない請求などに関するもの
　・�消費者ホットライン�電話：188(いやや)
　　（局番なし１８８番。お近くの相談窓口につながります。）
　・埼玉県消費生活支援センタ―　相談窓口
　　（川口）048ー261ー0999
　　（川越）049ー247ー0888
　　（春日部）048ー734ー0999
　　（熊谷）048ー524ー0999
●インターネット上の違法・有害情報に関するもの
　・違法・有害情報センター　http://www.ihaho.jp/

●性暴力等犯罪被害の相談・支援は、
　・埼玉県（防犯・交通安全課）アイリスホットライン：048ー839ー8341
　・埼玉県警察本部犯罪被害者支援室
　　性犯罪相談ダイヤル（ハートさん）：#8103又は048ー864ー1761
●学校生活やいじめなどに関するもの
　・県立総合教育センター【よい子の電話教育相談】
　　子ども用：＃7300又は0120ー86ー3192
　　保護者用：048ー556ー0874
　　メール相談：soudan@spec.ed.jp
　・法務局　子どもの人権110 番：0120ー007ー110

（平日 8：30ー17：15）

困った時の相談窓口

発行　埼玉県県民生活部青少年課　電話：048 － 830 － 2904 埼玉県マスコット
「コバトン」

埼玉県マスコット
「さいたまっち」

■ ネットいじめ

　メール、SNS の文字だけの
会話では、意図が正確に伝わら
ない場合があります。また、悪
口などの書込みは相手を傷つ
けるのでやめましょう。
　ネット上のトラブルの相談は、下記違法・有害
情報センターや、法務省人権 110番へ。

■ 高額課金・架空請求

　携帯ゲームでアイテムを購入して
高額な請求に遭うトラブルが起きて
います。オンラインショップでの詐
欺被害も起きています。
　身に覚えのない請求については、
県内４カ所にある埼玉県消費生活支援センター若
しくは下記消費者庁ホットラインへ。

■ 個人情報の流出

　ネット上に写真を載せたり、
たとえ一部でも個人情報を書
き込むことで、個人が特定さ
れ悪用されることがあります。
誹謗や中傷が書き込まれたり、
窃盗やストーカー被害などに遭ってしまうことが
あります。
　また、一度ネット上に流出した情報は完全には
消せません。

■ 性犯罪被害

　コミュニティサイトに起因する被害が後を絶ち
ません。平成 29年の被害児童のうち、自画撮り
によるものが約４割を占めています。画像を送信
した後に後悔しないように、画像の送付はやめま
しょう。

出典：平成30年版少年非行白書
　　　「児童ポルノ事犯の被害児童の推移(平成20年－平成29年)」（埼玉県警）
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■ 特殊詐欺

　特殊詐欺で検挙された少年が増加しています。
　先輩や友達、SNS で知り合った人から「簡単
なバイト」などと誘われて、軽い気持ちで協力し
犯罪者になってしまった例もあります。騙されな
いように気をつけましょう。
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「特殊詐欺の検挙人員（少年）の推移 (平成 25年－平成 29年 )」（埼玉県警調べ）
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■ 生活習慣の乱れ

　ゲームやＳＮＳ等の長時間
の使用により、睡眠や学習時
間が減り、生活リズムが崩れ
たままになってしまいます。
視力低下、食欲減退など身体
への影響も出ます。
　更に進み、ネット依存の状態になると、学校や
家庭、社会生活にも支障が出ます。

オレオレ詐欺、架空請求詐欺、
融資保証金詐欺、還付金等詐欺 等


